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性剤のミセル形成濃度を大きく低減できること
が予想されました。

実際に、微量のサーファクチンを、洗剤の主
成分である直鎖アルキルベンゼンスルホン酸ナ
トリウムに添加して界面活性効果を調べまし
た。合成界面活性剤に対してサーファクチンを
1 %添加すると、ミセル形成濃度は10分の1
となり、合成界面活性剤の使用量をもとの濃度
から10分の1に減らしても、同等以上の界面
活性効果（表面張力低下能）が維持されていまし
た。また、合成界面活性剤にサーファクチンを
10 %添加した場合では、合成界面活性剤の使
用量を100分の1に減らしても、同等以上の
界面活性効果が見られました。

今後の予定
サーファクチンのさらなる機能評価を進め、

さまざまな分野でのサーファクチンの活用を促
進します。また、新たな構造や特性をもつアミ
ノ酸・ペプチド素材の探索・開発を続け、バイ
オ由来の化学品の製造・利用促進に貢献してい
きます。

サーファクチンの優れた界面活性効果
サーファクチンは7つのアミノ酸からなる環

状ペプチドで、納豆菌などによってさまざまな
資源から量産できます。一般に環状ペプチドは
生理活性を示すものが多いのですが、最近、優
れた界面活性効果を示すこともわかりつつあり、
医薬品以外への用途展開が期待されています。

私たちは今回、サーファクチンの水溶液中で
の集合特性を評価することから研究に着手しま
した。界面活性剤は、水の表面に規則的に並ん
で飽和に達すると水溶液中に移行し、ミセルと
呼ばれる集合体を形成することで洗浄力を発揮
します。したがって、ミセルを形成する濃度（ミ
セル形成濃度）が低いほど、界面活性剤の使用
量を低減させることができます。

今回の研究で、サーファクチンは、合成界面
活性剤に比べて分子1個のサイズが3 ～ 5倍
程度も大きいことに加えて、水の表面に並びや
すいことがわかりました。そのため、サーファ
クチンと合成界面活性剤を併用した場合、水の
表面がサーファクチンで優先的に覆われて飽和
するため、ミセル形成が促進され、合成界面活
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すべての物質に存在する表面・
界面を取り扱う界面化学を
ベースにして、これまで主に
低環境負荷のバイオサーファ
クタントの開発に取り組んで
きました。今後は、バイオだ
けでなく、有機化学的な観点
も取り入れながら、多様化す
る界面活性剤のニーズに応え
る新しい高性能界面活性剤の
開発を目指していきます。

低炭素社会への意識が高まる中、環境中への拡散が懸念される合成界面活性剤の使用量の低減
や、石油由来からバイオ由来の界面活性剤への転換が求められています。私たちは今回、納
豆菌を用いて量産できるサーファクチン＊を微量添加するだけで、合成界面活性剤の量を100
分の1に減らしても、これまでと同等以上の界面活性効果を維持できることを実証しました。
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＊サーファクチン：納豆菌
などによって各種の資源か
ら量産され、7 つのアミノ
酸からなる環状ペプチド。
生分解性に優れ、皮膚への
刺激も少ないことに加え、
血液凝固阻害、血栓溶解、
抗菌性などの多くの生理活
性を示す。
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2014 年 7 月 31 日「微生
物の力で合成界面活性剤の
使用量を大幅に低減」
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